
                            （令和 3 年 9 月 06 日） 

 ＜ ワンポイントレッスン（実践）＞ 

  （ 投資部門別売買動向 ） 

 

投資部門別売買動向については、昨年 6 月にコメント。その時は、外国人投資家の順張

り、個人投資家の逆張りについても触れました。 

20 年 1 月以降（コロナショック時）、外国人投資家が継続して日本株を売り越したのに対

して個人投資家や事業法人が買い越しました。昨年 20 年 11 月～今年 3 月にかけての上昇

波動では､外国人投資家は通して買い越したのに対して、当初 11 月～12 月は個人投資家が

売り越し、翌 21 年 1 月～3 月は、投資信託、金融機関が売り越しました。 

なお、下表は週末日付ベースで 3 か月毎の合計、直近 21 年 7 月から 8 月は 2 か月です。 

 

 

        GC Hello Trend Master のデータを用いて作成 

 

21 年 4 月～6 月は、長期のレンジ内相場となり取引が少なく、各投資部門も買い越し・

売り越し幅が縮小する珍しい状態となりました。ただ、ここにきて収束度の行過ぎ解消、

TOPIX の'89 年高値に対する戻り高値更新など、ボラティリティの高まりを示唆する動

きもあり、波動形成となれば初期の各投資部門の動向をみておきたいところです。 

                                   （了） 


